
丁寧なヒントがあるので，つま
ずくことなく学習を進めること
ができます。

プログラムの実行結果を，同じウィンドウ内ですぐに確認すること
ができます。

先生向けには，生徒アカウントを管理した
り，生徒の提出した課題を一覧で確認した
りする機能をご用意しています。

タイピングが苦手な生徒でも取り組みやすいように配慮しています。

◀�ドラッグ＆ドロップで
プログラムを入力する
機能

◀�組み込み関数や変数名
のサジェスト（提案）
機能

詳細なリファレンス（参照文）も
ご用意しています。

Point2 インストール不要，Web上で学習�

Point3 授業で使える機能が充実

Point4 どなたでも無償で利用可能

Point1 生徒が 1人でも進められる Pythonのプログラミング教材

EduTown プログラミング高校情報 のご紹介

�EduTownプログラミング

https://tosho.high.proguru.jp

次は学習内容の詳細をご紹介
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1 先生用のアカウントを登録
▼ お名前，メールアドレス，パスワードを入力するだけで，1分程度で完了します。

2 先生用の管理画面から，クラスを登録
▼ 登録したクラスの人数分，生徒用アカウントが発行されます。

3 生徒のログイン情報を配布
授業で配布するために，必要な情報をまとめて印刷する機能があります。

まずはお試しレッスンを
ご利用ください！

動作環境
・最新版のMicrosoft�Edge
・最新版のGoogle�Chrome
・最新版の Safari（iPad 含む）

ロボットのできるこ
とを少しずつ増やし
ながら，Pythonでの
プログラミングを基
礎から学びます。

繰り返し，条件分岐，文字列，
数値，演算子，変数，リスト，
乱数など，プログラミングの
基礎文法を学習します。

Lesson1 だけでも完結して
いるため，この部分のみ授業
で利用することも可能です。

天気の情報を提供す
る「お天気 API」に
接続して，天気予報
を教えてくれるプロ
グラムを作成します。

Lesson2，3と関連した実習
を東京書籍の「情報Ⅰ」教科
書に掲載しています。

▲�「情報Ⅰ�Step�Forward!
� （情Ⅰ�702）」159ページ
※�「新編情報Ⅰ（情Ⅰ701）」にも
� 同様の実習を掲載

これまでのレッスン
を踏まえて，実際の
問題を解決するプロ
グラムを作成します。
「お天気API」のほか，
「翻訳 API」「データ
ベース」を活用でき
ます。

作成したアシスタントアプリ
は，スマートフォンで利用で
きます。

ステップを踏んで，無理なく学習できます。

ご利用の流れ 

�EduTownプログラミング

https://tosho.high.proguru.jp

Lesson 1 会話ロボットを作ろう

Lesson 2 WebAPI と仲良くなろう

Lesson 3 身近な問題を解決する My アシスタントを作ろう


